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∗ これはネットに掲載されている画像から



∗ 治山事業の専門家から聞いた話題がある。

∗ スウェーデンの森林では、自走し、自己点検し、部品と技術者
を自ら発注し、修理を行う AI搭載のマシンがあるとのこと。

∗ 森林施業の中にみる未来型のマシンといえる。

∗ 小松製作所はこの会社を買収すると聞いた。

∗ でも、道路規制法令等の関係で日本では完全自走できない。

∗ しかし、このような技術は既に土木建設現場などで活用中。

∗ まさに、IoT、AIを駆使する技術の塊ともいえる。

∗ 最新マシンはあたかもスターウォーズのようなマシンも

ある日、森の中・・・IoTに出会った



∗ ネット掲載の画像から



森内閣でのe-Japan戦略・・・・先端的IT立国を戦略に掲げた

隣国の韓国から視察・・・・・急がないと取り残される認識と危機感

その熱意で、10年間で日本を抜いてしまった～国連評価トップ

一方の日本はなかなか変革が進んでいない。

インフラ、ハード、ソフト、人材など。さらに発想にも工夫と徹底

＊公務員は年間IT教育を〇〇時間受けなければならない

＊国民に無駄な文書や書類をとらせたり書かせたりしない

＊重複投薬などにはネットを通じて警告される

日本の e-Japan戦略は・・・



∗基礎インフラ・・・・マイナンバー制度、ＩＣＴ

∗サポート基盤・・・・ＩｏＴ、ＡＩ ・・・・

∗未来志向の理念とイノベーションの熱意

∗ 新しい行政の創造

∗ 新しい教育の創造

∗ 新しい福祉・危機管理など

ＩｏＴが可能にする未来
～その前提～



∗待たせる、してあげる、からの脱却

∗エンドユーザー目線を基本に

∗公平・正確・迅速・利便性などの実現

∗経営感覚のある政治行政の充実実現

もっと生産性の高い政治行政を



∗人口減少・・・・・でも、明治・大正時代に比べて

みたら・・・

∗経済減速？・・・IoTやAIの活用で働き方改革

人間こそ担える役割を担う

∗変革のベクトル・・・

∗ ⇒クオリティーの高い経済・暮らし・社会を

「日に新たに、日に日に新たに」



のしんか



∗ とても便利になってきた・・・

∗ 少し前なら、ここにはスマートフォンを掲載

∗ でも今は、スマートスピーカーをアップした。

∗ たとえば、「市役所のどこに行けば〇〇はわかる？」と
尋ねたら、「〇〇は△△です」とAIですぐに応えてくれる。

∗ こんな時代の先はどうなるのか、いかに対処するか

今という時代は・・・・・



∗ 人々はふつうに、自然に、自由に、IoTに触れ、ICT機
器を活用し、AIの恩恵も受けている。

∗ しかも自動更新で、意識することなくバージョンアップ

∗ 政治行政はこの点でイノベーションを活かせていない

∗ より便利になっていく機器の進化に負けない変革



∗ 政府も新たに目標に掲げて、実現をめざすSociety5.0

∗ 第４次産業革命の先にくる社会

∗ その姿をどのようにイメージするか・・・

∗ それをかいかに叶えるか・・・

Society 5.0



∗ ネットからの引用ですが、・・・・・・このようなトレンドを知っておくべき



∗ ネットからの情報・・・・・society5.0のイメージ



∗ では、どのような社会になるのか、していくべきか

∗ そのモデルとして注目すべき事例としての

∗ エストニアという国がある。

∗ 小国ながら IT立国世界トップランナー

∗ 番号制度をフル活用。

将来ビジョン







∗ 「みなさーん」と呼びかけて政策推進してきた・・・

∗ でも、必ずしも精緻なデータが備わっていない状況

∗ 顧客管理対応の創造と充実

∗ データ・現実・人々の受け止めをしっかり見て、

必要な施策を展開推進できる政治行政の重要性

Local Government ・・・・ Management

新たな時代の新たな政治・行政



∗ その発想、戦略、実行、を活かしていくべき。

∗ たとえば医療健康部門に活用していけば・・・・

世界トップモデルに学びつつ



∗ ネットからの引用による一例・・・・様々な変革をめざす動きがある

がある



産業にもIOTで変革



４K、８Kのカメラを搭載した高性能ドローンで、農地を空撮。

赤外線活用などの分析で、水分不足、害虫発生を判定。

広く散布ではなく、必要な個所のみに水や害虫対策を施す。

その結果、コスト削減と収穫向上。⇒経営にプラス

次の画像の 左上が普通の画像、右下は分析画像

この分析をもとにピンポイントを適時おこなう

農業経営イノベーションにつながる

このような変革を進める企業がある・・・・OPTIM

スマート農業へ試み・・・





∗ さらに変革の発想は広がる・・・・・

∗ 遠隔医療の技術を活用して、

∗ 自宅にいる患者（対象者）の様態、家族の様子なども共有
して健康医療指導を行う

∗ 医師側も効率的な診断やアドバイスが可能に

∗ 住民側も信頼する医師と親密にコミュニケーション可能

∗ そんな工夫も行っている企業が存在する

∗ その着眼と実行力をいかに活用して未来を拓くか

多様な活用が拓く新しい可能性



IT企業が地方大学に拠点を設置



∗ 創造的な発想力を有し、新たな可能性を拓く人材を育
成する企業が地方に根を張って活躍をめざす

∗ そんなイノベーション志向の企業が、全国の都道府県に
あれば素晴らしい！

∗ 若者世代も全国で活躍できるし、全国にイノベーション
拠点もできることにより、全国の地方に創造力を高めて
未来を拓く可能性が高まる

∗ そんな時代状況を生み出せるように、あらゆる関係者
が相互連携し、協力していくべき

全国各地で未来創造へ



∗全国の地方に、IoTを活用して、

新たな活性化を志向して、試行
するチームや人材や仕組みの
存在が必要

∗地方創生、地域活性化にも

∗ではクリエイティブ人材育成を
いかに達成するかという課題も

全国に百花繚乱



∗世界最先端IT国家創造宣言 DO it!
∗ そこに記されている２５８の具体的な目標の迅速な達成

∗ 法改正～個人情報保護条例を統括する新たな法整備

∗ このままでは２０００に及ぶ個人情報保護条例が存在

∗ 官民データ利活用の効果的・効率的な推進にも必要

∗ 行政コストの削減や抑制にも不可欠になる

国家としての戦略の実行
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